
負沙讐7平成年 
人 riン惜帯 	 0  鷲鷺 

8 月 1日現在（ ）内は前回比、男23,805 (+ 4）女 26,334 (-26）計 50,139 (-22） 世帯17・170 (-1) 

発行五所川原市役所／編集総務課〒037 五所川原市字岩木町12番地 ft代)35 - 2111番 

“プ 	I"'H了 

プ 、 	~ ‘ 一 」 

平成ワ年

|人口と世帯|
務革審肋

8月1日現在 ( )内は前回比、 男23，805(+ 4)女26，334(-26)計50，139(-22) 世帯17，170(-1) 

発行五所川原市役所/編集総務課干037五所川原市字岩木町12番地 古代)35-2111番



平
成
七
年
度
 

行
政
連
絡
員
永
年
勤
続
表
彰
 

l
●
ー
 
，
」・
」
い
n」
・
 

永
年
に
わ
た
り
行
政
連
絡
員
と
し
 

て
職
務
に
精
励
さ
れ
市
政
発
展
に
尽
、
 

く
さ
れ
た
功
績
に
対
す
る
永
年
勤
続
 

表
彰
に
は
、
平
成
七
年
度
は
十
年
勤
 

続
者
十
六
名
、
十
五
年
勤
続
者
二
名
、
 

二
十
年
勤
続
者
一
名
、
四
十
年
勤
続
 

者

一
名
の
計
二
十
名
で
、
次
の
方
々
 

で
す
。
 

＠
十
年
勤
続
者

（
十六
名
）
 

原
 
三
五
一
 （
新
宮
町）
 

前
旬
 
栄
雄
（
若
葉
第
二
町
内
）
 

西
村
 
喜
美
（
十
川
町
）
 

磯
辺
 
勇
司

（下
平
井
町
）
 

一
戸
 
要
作
（旭
町
）
 

吉
井
 
善
一
 
（湊
団
地
町
）
 

浜
田
 
昭
信
（
八
重
菊
）
 

木
村
 
宗
勝

（
新
町）
 

竹
谷
 
と
く
（
ー
ッ
谷
）
 

野
呂
 
操

（
松
島
町二
二
二
丁
目）
 

赤
城
 
幸
雄
（
み
ど
り
町
七
丁
目
）
 

今
 
定
四
郎
（
野
里
）
 

伊
藤
 
俊
彦
（
原
子
）
 

小
野
 
正
清
（
田
中
）
 

長
峰
 
政
雄
（
北
新

・
中
町）
 

三
ケ
田
 
奥
造
（
共
栄
）
 

＠
十
五
年
勤
続
者

（ニ
各
 

小
山
 
末
治
（
東町
）
 

岡
田
 
晴
正
（
曙
町
）
 

⑥
ニ
十
年
勤
続
者
（
一
名
）
 

高
松
 
三
雄
（
柏
原
町
）
 

⑥
四
十
年
勤
続
者

（
一
名
）
 

気
田
 
勝
治
（
上
平
井
町
）
 

（
計
 二
十
名
）
 

順
不
同
 
敬
称
略
 

狙
平
成
七
年度ー
 

市
民
会議
地域
集
会
 

開
催
 

ー
 

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
行
政
に
対

す
る
意
見
、
要
望
な
ど
、
直
接
の
意

星
父
換
の
場
で
あ
る
市
民
会
議
地域

集
会
が
、
七
月
十
八
日
か
ら
七
月
一
一

十
七
日
に
わ
た
り
十
三
地
区
で
行
わ

れ
、
各
会
場
と
も
多
く
の
方
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

市
長
挨
拶
に
続
き
、
平
成
八
年
度

重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
、
市
民
か
ら
の
意
見

要
望
、
そ
れ
に
対
す
る
市
側
の
回
答

と
い
う
形
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

「ゴ
ニ
ン
カ
ン
」
 

の
関
心
 

全
国
に
広
が
る
 

今
年
一
月
、
 「第
一
回
ゴ
ニ
ン
カ

ン
ト
ラ
ン
プ
世
界
選
手
権
」
 
が開
催

さ
れ
た
本
市
に
、
全
国
か
ら
激
励
や

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
一
部
を
紙
面
で
紹
介
い
た

し
ま
す
。
 

葛
西
 
敏
夫
さ
ん
 

（神
戸
市
兵
庫
区
在
住
）
 

「ゴ
ニ
ン
カ
ン
」
 
この
ト
ラ
ン
プ

は
、
私
が
過
去
に
夢
中
に
な
っ
た
遊

び
で
し
た
。
旧
満
州
国
、
南
大
東
島
、
 

神
戸
市
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
同
好
者

を
募
り
、「
カ
ン
ケ
イ
・
ト
ラ
ン
プ
」
 

を
や
り
ま
し
た
。
 

現
在
八
十
歳
の
老
爺
に
な
っ
て
も
 

「ゴ
ニ
ン
カ
ン
」
 
は
、血
沸
き
肉
踊

る
感
慨
が
あ
り
ま
す
。
 
 

高
橋
 
成
雄
さ
ん
 
2
 

（
東京
都
新
宿
区
在
住
）
 日

市
長
ご
提
案
の
 
「ゴ
ニ
ン
カ
ン
」
 
叱
 

新
聞「
難

」
 

い
が
、
め
ず
ら
し
い
ゲ
ー
ム
で
の
地
執

域
お
こ
し
に
拍
手
い
た
し
ま
す
。
 

   

 

川 

 

   

   

加
 

 

岩
木
吟
社
 

虹
渡
る
切
符
夫
婦
の
汗
で買
う
 

洋
田
長
一
朗

職
解
け
て
や
た
ら
と
折
れ
る
癖
が
「
 

き
 
須
藤
蛙

痴
郎

妻
の
顔
子
の
顔
働
き
蜂
に
な
る
 

斉
藤
し
げ
る

晩
酌
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
る
妻
の
愚

痴
 
工

藤
 
雨
読

人
脈
に
ひ
た
る
男
に
勝
が
な
い
 

加
藤
 
彩
人

三
猿
を
決
め
て
無
風
の
中
に
い
る
 

対
馬
 
一
閃

北
の
血
が
優
し
い
春
を
肱
しが
る
 

田
口
 
文
世

は
に
か
ん
で
飲
め
ば
素
敵
な
酒
の
彩
 

太
田
 
北
歩

晩
酌
の
追
加
心
の
傷
洗
う
 

山
谷
 
山
竿

見
抜
い
て
る
嘘
を
微
笑
で
包
む
母
 

菊
池
ふ
み
を
 

r
 ノ

，

t
 

r
 
4r
 

永
年
に
わ
た
り
行
政
連
絡
員
と
し

て
職
務
に
精
励
さ
れ
市
政
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
に
対
す
る
永
年
勤
続

表
彰
に
は
、
平
成
七
年
度
は
十
年
勤

続
者
十
六
名
、
十
五
年
勤
続
者
二
名、

二
十
年
勤
続
者

一
名
、
四
十
年
勤
続

者

一
名
の
計
二
十
名
で
、
次
の
方
々

で
す
。

。
十
年
勤
続
者

(十
六
名
)

原

三
五

一
(
新
宮
町
)

前

旬

栄

雄

(若
葉
第
二
町
内
)

西

村

喜

美

(十
川
町
)

磯

辺

勇

司

(下
平
井
町
)

一
戸

要
作

(旭
町
)

吉

井

善

一
(
湊
団
地
町
)

浜

田

昭

信

(八
重
菊
)

木
村
宗
勝
(
新
町
)

竹

谷

と

く

(
一
ツ
谷
)

野

呂

操

(松
島
町
二
・三
丁
目
)

赤

城

幸

雄

(み
ど
り
町
七
丁
目
)

A
7

定
四
郎

(野
里
)

伊
藤
俊
彦
(
原
子
)

小

野

正

清

(田
中
)

長
峰
政
雄
(
北
新
・
中
町
)

一一手

田
輿
造
(
共
栄
)

@
十
五
年
勤
続
者

(
二
名
)

小

山

末

治

(東
町
)

岡

田

晴

正

(曙
町
)

@
ニ
十
年
勤
続
者

(
一
名
)

高
松
三
雄
(
柏
原
町
)

@
四
十
年
勤
続
者

(
一
名
)

気
回
勝
治
(
上
平
井
町
)

順(
不計
同

十
名
)

敬
称
略
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掴
平
成
七
年
度
掴
描
掴

市
民
会
議
地
域
集
会
開
催

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
行
政
に
対

す
る
意
見
、
要
望
な
ど
、
直
接
の
意

見
交
換
の
場
で
あ
る
市
民
会
議
地
域

集
会
が
、
七
月
十
八
日
か
ら
七
月
二

十
七
日
に
わ
た
り
十
三
地
区
で
行
わ

れ
、
各
会
場
と
も
多
く
の
方
に
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
長
挨
拶
に
続
き
、
平
成
八
年
度

重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
、
市
民
か
ら
の
意
見

要
望
、
そ
れ
に
対
す
る
市
側
の
回
答

と
い
う
形
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
ゴ
ニ
ン
カ
ン
」

の
関
心

全
国
に
広
が
る

今
年
一
月
、
「
第
一
回
ゴ
ニ
ン
カ

ン
ト
ラ
ン
プ
世
界
選
手
権
」
が
開
催

さ
れ
た
本
市
に
、
全
国
か
ら
激
励
や

問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の

一
部
を
紙
面
で
紹
介
い
た

し
ま
す
。

葛
西
敏
夫
さ
ん

(
神
戸
市
兵
庫
区
在
住
)

「
ゴ
ニ
ン
カ
ン
」
こ
の
ト
ラ
ン
プ

は
、
私
が
過
去
に
夢
中
に
な

っ
た
遊

び
で
し
た
。
旧
満
州
園
、
南
大
東
島
、

神
戸
市
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
同
好
者

を
募
り
、
「
カ
ン
ケ
イ
・
ト
ラ
ン
プ
」

を
や
り
ま
し
た
。

現
在
八
十
歳
の
老
爺
に
な

っ
て
も

「
ゴ
ニ
ン
カ
ン
」
は
、
血
沸
き
肉
踊

る
感
慨
が
あ
り
ま
す
。

高
橋
成
雄
さ
ん

(東
京
都
新
宿
区
在
住
)
日

市
長
ご
提
案
の
「
ゴ
ニ
ン
カ
ン
」
日

が
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
の
を
拝
読
。
ロ
ー

ど
う
い
う
ル

l
ル
か
見
当
が
つ
か
な
れ

い
が
、
め
ず
ら
し
い
ゲ
!
ム
で
の
地
職

域
お
こ
し
に
拍
手
い
た
し
ま
す
。
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圃

骨量
岩
木
吟
社

虹
渡
る
切
符
夫
婦
の
汗
で
買
う

津
田
長

一
朗

職
解
け
て
や
た
ら
と
折
れ
る
癖
が
つ

き

須

藤

蛙

痴

郎

妻
の
顔
子
の
顔
働
き
蜂
に
な
る

斉
藤
し
げ
る

晩
酌
と
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
る
妻
の
愚

痴

工

藤

雨

読

人
脈
に
ひ
た
る
男
に
臓
が
な
い

加

藤

彩

人

三
議
を
決
め
て
無
風
の
中
に
い
る

対
馬

一
閃

北
の
血
が
優
し
い
春
を
肱
し
が
る

田

口

文

世

は
に
か
ん
で
飲
め
ば
素
敵
な
酒
の
彩

太

田

北

歩

晩
酌
の
追
加
心
の
傷
洗
う山

谷

山

竿

見
抜
い
て
る
嘘
を
微
笑
で
包
む
母

菊
池
ふ
み
を



第

一
回
施
設

見
学
会
 

「A
暮
ら
し

・
考
え
る
コ
ー
ス
」
に
 

参
加
し
て
み
て
 

G
虜
麟
熱

孟
景）
 

麟
一
 

お
客、
 

曾
意
の
花
か

④
 
ど

つ
も
あ
り
が
とつ
」
ざい
ま
す
 

⑨
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設促
進
期
成
会
へ
 

〇
五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
速
水
恒
治会
長
）
H
十
万
円
。
 

⑨
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
木
村慶
憲
会
長
）
目
三
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
高
等
学
校
 
J
R
c
部
（
千葉
由
美子
代
表）
H
二
千
六
百
七
十
七
円
。
 

〇
五
所
川
原
高
等
学校
 
五高
祭
実
行委
員
会
（
小
寺由
美
子
代
表
）H
四
千
四
百
三十
七
円
。
 

〇
五
所
川
原
高
等
学
校
 
五
高
祭
 
お
祭
り
広
場
 
村
上
陽
子
さ
ん
、葛
西
康
 

子
さ
ん
、
エ
藤
靖
子
さ
んH
一
万
六
百
十
円
。
 

〇
五
所
川
原
高
等
学
校
 
フリ
ー
マ
ー
ケ
ット
収
益
金
（
成
田
潤
哉
代
表
）
H
 

」
一万
三
千
五
百
五
十
円
。
 

〇
タ
ザ
ワ
・
ダ
ン
ス
・
ル
ー
ム

（
田
洋俊
一
代
表
）
H
三
万
円
。
 

⑥
養
護
老
人
ホー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
フ
ラ
ン
ド
ー
ル
駅
前
店
（
大
町
一
ー五
ー
一）H
寄
贈
（
菓子
パ
ン
五
十
個
）
。
 

〇
か
ね
さ
株
式
会
社
（
阿
保
建
司
代
表
取
締
役
）
目
寄
贈

（カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
 

み
そ
十
厨
、
味
き
ゆ
う
り
ス
ラ
イ
ス
漬
物
四
嘱
）
。
 

〇
五
所
川
原
東日
流
ラ
イ
オ
ン
ズク
ラ
ブ（
安
田聖
道
会
長
）H
寄
贈
（
じ
ゃが
い
も五
箱
）
。
 3 平成 7年8月15日 

タ
 

ン
る
 

セ
け
 

理
受
 

管
を
 

央
明
 

中
説
 

》
弔二
回
 
施
机
奴見
学
呑
ム
 麟
 

l

d
 

与
う
ー
ー
に
 
方
るm

，
「
「2
z
 鷺
 

・
ー
 

」
一
 

「
B
拍
心う
・
一
）
か
コ

L
ス

ー
参
加
者

募

集
臨
 

を
い
驚
鷺
「
 

五所川原市役所 公35 - 2111 

小
学
生
か
ら
八
十
歳
位
ま
で
の
老

若
男
女
三
十
名
程
の
参
加
者
で
、
先

づ
見
学
し
た
の
は
、
日
立
東
部
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
囲
で
す
。
年
間
売
上
約

三
百
億
円
、
六
百
七
十
六
名
の
従
業

員
は
ほ
と
ん
ど
地
元
採
用
と
の
こ
と
。
 

説
明
の
中
で
、
理
数
科
系
の
勉
強
を

さ
れ
て
、
地
元
の
方
も
幹
部
社
員
に

な
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
飯

詰
の
浄
水
場
、
農
業
セ
ン
タ
ー
、
野

里
の
ゴ
ミ
処
理
場
、水
道
事
業
所
、
 

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
を
見
学
。
 

破
「
撃
水
場
・
中
央
管理
セ
ン
タ
ー
〉
 

見
学
し
な
が
ら
、
昨
年
の
水
不
足

に
よ
る
断
水
や
阪
神
大
震
災
で
の
断

水
状
況
等
思
い
出
し
、私
達
に
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
深
く
係
わ
っ
て
る
水

を
、
昼
夜
供
給
す
る
た
め
に
努
力
さ

れ
て
る
方
々
に
感
謝
の
念
を
強
く
い

た
し
ま
し
た
。
特
に
飲
料
水
や
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
店
先
で
目
に
付

く
昨
今
、
飲
み
水
は
無
尽
蔵
に
あ
る
 
 

と
い
う
固
定
観
念
は
ゆ
ら
ぎ
「
「
あ

る
だ
け
に
、
水
道
水
の
源
水
で
あ
る

河
川
や
地
下
水
に
流
入
す
る
生
活
排

水
や
産
業
排
水
が
、
で
き
る
だ
け
き

れ
い
な
状
態
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
 

〈
下
水
処
理
場
・
ゴミ
処
理
場
〉
 

五
百
薦
の
使
用
済
み
天
ぷ
ら油
を
、
 

そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
魚
が
住
め
る
水

質
に
す
る
に
は
、
風
呂
桶
三
百
三
十

杯
分
の
水
が
必
要
だ
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
台
所
か
ら
捨
て
る
時

も
心
す
る
と
同
時
に
、
排
水
が
直
ぐ

河
川
に
流
れ
こ
ま
ぬ
よ
ー
ク下
水
道
が

普
及
し
、
浄
化
処
理
さ
れ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
 

市
民
生
活
や
事
業
活
動
に
伴
っ
て

排
出
さ
れ
る
不
燃
ゴ
ミ
処
理
場
は
、
 

平
成
八
年
で
閉
鎖
さ
れ
、
近
く
に
新

処
分
場
を
建
設
中
で
し
た
が
、
そ
れ

も
十
五
年
位
で
満
杯
に
な
る
と
い
う
。
 

増
え
続
け
る
ゴ
ミ
の
量
、
そ
の
処
理

に
対
し
減
量
化
の
た
め
家
庭
、職
場
、
 

行
政
の
理
解
と
協
力
が
最
も
必
要
な
 

卿
叫
弾
雌
 

縄
 
「

ー
ープ
（
'
(

！
』
 
一
臨
 

こ
と
を
、
現
場
を
見
学
し
て
実
感
い

た
し
ま
し
た
。
家
庭
で
再
利
用
し
た

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
を
利
用
し
た

り
…
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
チ
ョ
ッ

と
し
た
心
が
け
で
ゴ
ミ
の
量
は
減
ら

せ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょう
。
 

〈最
後
に
〉
 

自
然
界
に
お
い
て
、
冬
の
末
期
に

は
春
の
動
き
が
感
じ
ら
れ
、
春
に
は

す
で
に
夏
を
胎
ん
で
い
る
よ
う
に
、
 

一
一
十
一世
紀
は
着
々
と
動
き
つ
つ
そ

の
方
向
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
子
供

達
に
豊
か
な
自
然
、
快
適
な
生
活
が

で
き
る
故
郷
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
 

現
状
を
良
く
知
る
こ
と
が
一番
大
切

な
こ
と
で
す
。
排
水
に
し
ろ
、
ゴ
ミ

に
し
ろ
、
私
達
に
で
き
る
こ
と
か
ら

工
夫
し
て
取
組
む
こ
と
が
必
要
だ
し
、
 

も
っ
と
も
っ
と
整
備
充
実
し
て
欲
し

い
福
祉
施
設
等
、今
回
の
見
学
を
通

し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

し
て
良
か
っ
た
。
こ
れ
は
一
緒
に
参

加
さ
れ
た
方
々
か
ら
も
多
数
聞
か
れ

た
声
で
す
。
 

見
て
触
れ
て
ふ
る
さ
と
新
発
見
、
 

市
内
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
見
学
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

▼
見
学
施
設
 歴
史
民
俗
資
料
館
、
 

旧
平
山
家
、
津
軽
金
山
焼
松

風
窯
、
青
森
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
、曲
水
の
館
、県

立
少
年
の
家
、市
営
牧
場
、ふ

る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
 

▼
と
き
 
九
月
一
日

（
金
）
 
 

午
前
九
時
三
十
分
集
合
 

▼
集
合
場
所
 
市
役
所
正
面
玄
関

▼
対
象
 
一
般
市
民
の
方
 

▼
募
集
人
員
 
三
十
五
名
（
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）
 

▼
費
用
 
五
〇
〇
円

（昼
食
代
）
 

▼
応
募
方
法
 電
話
で
市
総
務
課
内

線
三
二
五
（
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。住
所
、氏
名
、
年
齢

等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

小
学
生
か
ら
八
十
歳
位
ま
で
の
老

若
男
女
三
十
名
程
の
参
加
者
で
、
先

づ
見
学
し
た
の
は
、
目
立
東
部
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
側
で
す
。
年
間
売
上
約

三
百
億
円
、
六
百
七
十
六
名
の
従
業

員
は
ほ
と
ん
ど
地
元
採
用
と
の
こ
と
。

説
明
の
中
で
、
理
数
科
系
の
勉
強
を

さ
れ
て
、
地
元
の
方
も
幹
部
社
員
に

な
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
飯

詰
の
浄
水
場
、
農
業
セ
ン
タ
ー
、
野

里
の
ゴ
ミ
処
理
場
、
水
道
事
業
所
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
見
学
。

(飯
詰
浄
水
場
・
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
)

見
学
し
な
が
ら
、
昨
年
の
水
不
足

に
よ
る
断
水
や
阪
神
大
震
災
で
の
断

水
状
況
等
思
い
出
し
、
私
達
に
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
深
く
係
わ
っ
て
る
水

を
、
昼
夜
供
給
す
る
た
め
に
努
力
さ

れ
て
る
方
々
に
感
謝
の
念
を
強
く
い

た
し
ま
し
た
。
特
に
飲
料
水
や
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
居
先
で
自
に
付

く
昨
今
、
飲
み
水
は
無
尽
蔵
に
あ
る

高
野
字
広
野
十
七
番
地

福
士
寛
美
札
(
五
O
歳
)

と
い
う
固
定
観
念
は
ゆ
ら
ぎ
つ
つ
あ

る
だ
け
に
、
水
道
水
の
源
水
で
あ
る

河
川
や
地
下
水
に
流
入
す
る
生
活
排

水
や
産
業
排
水
が
、
で
き
る
だ
け
き

れ
い
な
状
態
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

〈
下
水
処
理
場
・
ゴ
ミ
処
理
場
〉

五
百
け
い
の
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
を
、

そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
魚
が
住
め
る
水

質
に
す
る
に
は
、
風
呂
桶
三
百
三
十

杯
分
の
水
が
必
要
だ
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
台
所
か
ら
捨
て
る
時

も
心
す
る
と
同
時
に
、
排
水
が
直
ぐ

河
川
に
流
れ
こ
ま
ぬ
よ
う
下
水
道
が

普
及
し
、
浄
化
処
理
さ
れ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

市
民
生
活
や
事
業
活
動
に
伴
っ
て

排
出
さ
れ
る
不
燃
ゴ
ミ
処
理
場
は
、

平
成
八
年
で
閉
鎖
さ
れ
、
近
く
に
新

処
分
場
を
建
設
中
で
し
た
が
、
そ
れ

も
十
五
年
位
で
満
杯
に
な
る
と
い
う
。

増
え
続
け
る
ゴ
ミ
の
量
、
そ
の
処
理

に
対
し
減
量
化
の
た
め
家
庭
、
職
場
、

行
政
の
理
解
と
協
力
が
最
も
必
要
な

f々ン
る
セ
け
理
受

4

管
を
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央
明

一
中
説

田
尾
の
長
長

P

で
{
主

曹
場
国
水
圃
争
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土
ロ
{
飯

一れ占、
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Z
m

こ
と
を
、
現
場
を
見
学
し
て
実
感
い

た
し
ま
し
た
。
家
庭
で
再
利
用
し
た

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
を
利
用
し
た

り
:
・
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
チ
ヨ
ツ

と
し
た
心
が
け
で
ゴ
ミ
の
量
は
減
ら

せ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

〈
最
後
に
〉

自
然
界
に
お
い
て
、
冬
の
末
期
に

は
春
の
動
き
が
感
じ
ら
れ
、
春
に
は

す
で
に
夏
を
胎
ん
で
い
る
よ
う
に
、

二
十

一
世
紀
は
着
々
と
動
き
つ
つ
そ

の
方
向
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
子
供

達
に
豊
か
な
自
然
、
快
適
な
生
活
が

で
き
る
故
郷
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

現
状
を
良
く
知
る
こ
と
が

一
番
大
切

な
こ
と
で
す
。
排
水
に
し
ろ
、
ゴ
ミ

に
し
ろ
、
私
達
に
で
き
る
こ
と
か
ら

工
夫
し
て
取
組
む
こ
と
が
必
要
だ
し
、

も
っ
と
も
っ
と
整
備
充
実
し
て
欲
し

い
福
祉
施
設
等
、
今
回
の
見
学
を
通

し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加

し
て
良
か

っ
た
。
こ
れ
は

一
緒
に
参

加
さ
れ
た
方
々
か
ら
も
多
数
聞
か
れ

た
声
で
す
。

，ι 
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見
て
触
れ
て
ふ
る
さ
と
新
発
見
、

市
内
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
見
学
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

V
見
学
施
設

歴
史
民
俗
資
料
館
、

旧
平
山
家
、
津
軽
金
山
焼
松

風
窯
、
青
森
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
、
曲
水
の
館
、
県

立
少
年
の
家
、
市
営
牧
場
、
ふ

る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー

V
と
き

九
月

一
日
(
金
)

午
前
九
時
三
十
分
集
什

V
集
合
場
所

市
役
所
正
面
玄
関

V
対
象

一
般
市
民
の
方

V
募
集
人
員

三
十
玉
名
(
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。)

V
費
用

五
O
O
円
(
昼
食
代
)

V
応
募
方
法

電
話
で
市
総
務
課
内

線
三
二

五
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢

等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

五所川原市役所

善
意
の
花
か
ご

ー

と
う
も
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す

。
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

0
五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

(
速
水
恒
治
会
長
)
日
十
万
円
。

。
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

0
五
所
川
原
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
木
村
慶
憲
会
長
)
日
三
万
円
。

0
五
所
川
原
高
等
学
校

J
R
C
部
(
千
山
県
由
美
子
代
表

)
H
二
千
六
行
七
十
七
円
。

0
五
所
川
原
高
等
学
校
五
高
祭
実
行
委
員
会
(
小
伊
山
美
子
代
表
)
日
間
千
問
一円
三
卜
七
円
。

0
五
所
川
原
高
等
学
校
五
高
祭
お
祭
り
広
場
村
上
陽
子
さ
ん
、
葛
西
康

子
さ
ん
、
工
藤
靖
子
さ
ん
日
一

万
六
百
十
円
。

0
五
所
川
原
高
等
学
校
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
収
益
金

(
成
田
淵
哉
代
表
)
リ

三
万
三
千
五
百
五
十
円
。

O
タ
ザ
ワ
・
ダ
ン
ス
・
ル
ー
ム

(
回
津
俊

一
代
表
)
日
三
万
円
。

@
養
護
老
人
ホ

l
ム
く
る
み
園
へ

0
フ
ラ
ン
ド
ー
ル
駅
前
庖

(
大
町

一
!玉
l

こ
H
寄
贈
(
菓
子
パ
ン
五
十
個
)
。

O
か
ね
さ
株
式
会
社

(
阿
保
建
司
代
表
取
締
役

)
H
寄
贈
(
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り

み
そ
十
旬
、
味
き
ゅ
う
り
ス
ラ
イ
ス
出
物
四
同
)
。

O
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
安
旧
唱
道
会
長
)
日
寄
附
(
じ
ゃ
が
い
も
冗
新
)。

平成7年8月15FI 3 



(
 

大たいまつを岩木川河川敷まで 
運び奉納する若者の白装束は汗でびっしより 

《
 

、
 

笛と太鼓のはやしにのってねぷたもいざ出陣 

八
月
四
日
の
虫
お
く
り
と
花
火

大
会
で
は
じ
ま
っ
た
今
年
の
夏
ま

つ
り
も
、
多
く
の
人
出
を
集
め
、
大

盛
況
の
う
ち
に
、
七
日
の
ね
ぷ
た

運
行
で
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
 

華麗な流し踊り 雨も湯気と化す御輿かつぎは男の意気込み 

平成7年8月15日 4 

五穀豊穣、悪疫退散を願う虫おくり 

太万振りの踊りを披露する梅田保育園児

4 

みこし

雨も湯気と化す御輿かつぎは男の意気込み

平成7年8月15日

八
月
四
日
の
虫
お
く
り
と
花
火

大
会
で
は
じ
ま
っ
た
今
年
の
夏
ま

つ
り
も
、
多
く
の
人
出
を
集
め
、
大

盛
況
の
う
ち
に
、
七
日
の
ね
ぷ
た

運
行
で
そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。



小さな世界都市を育てる × 

国際交流推進委員会 

議器謀益っいて二 い糾魂三“● 
侃(1) 国際交流に関する窓口を早く開設してほしい。 一 

(2）現在、五所川原市に在住の外国人と交流できる機会

がほしい。 

(3）津軽に住む五所川原人としてばかりでなく、これか

らは世界の中の日本人を目指して国際交流について学

びたい。 

l 
現在の取り組み状況等 

国際交流を推進するにあたっては、当市において早期に

国際交流推進のための具体的計画を策定し、これに基づき

姉妹都市提携等へ向けて活動をしていかなければならない

と思われます。市民が誰でも参加できるような事業等の実

施により国際交流の機運を高めることが必要です。又、「小

さな世界都市‘五所川原」の建設のためにも国際交流を民

間とともに活発化させ、同時に以前にも増して人づくりを

推進していくことが重要であると思われます。 

（事業内容等の問い合わせ先～総務情報部総務課） 

お知らせ 

五所川原市葬斎苑から嘉事い

休業のお知らせ 

火葬炉故障のため 8 月 5 日（土）から 9月30 

日（土）まで休業いたします。 

休業期間中は、板柳町、金木町、木造町、 

鶴田町の葬斎苑に火葬をお願いしてください。 

以上、詳細につきましては、市保健環境課 

（合内線268. 272)、市民課（合内線277.279) 

までお問い合わせください。 

老齢福祉年金を受け取ったら 

国民年金証書を提出しましよう 
老齢福ネ止年金を受けてーいる方は、 8月期の

支払いを受けたら国民年金証書を市役所国民

年金係に提出してください。 

老齢福祉年金は、全額が国の負担で支給さ

れていますが、その年齢のすべての人に支給

されノるものではありませーん。 

本人が他の公的年金制度から年金を受ける

ことができるときや、本人や配偶者、扶養義

務者の前年の所得が一定額以上であったとき

は、支給停止になります。 

このため、本人や家族の前年の所得】伏況な

どを調査して、今年の8月から来年の 3月ま

て三の支給額が決められ、証書に記入されます。 

提出が遅れると、11月に年金を受けられな

くなりますのてg、忘れずに提出してーください。 

5 平成 7年8月15日 

「にぎわいの街500人委員会
経過報告 一 

提言内容について、次に主な事例をご紹介いたします。 

「教胃蔀会,五所川原文化と豊かな
人間性を創造する委員会 

提言内容【1] 
生涯学習について 

例一（D 生活の中に学習要素があり、日常生活は学習の連続

である。様々な学習を認め合い賞賛し合うことで住み

よい街づくりの一歩ができる 

(2) 既成の団体等に頼るだけでなくリーダーとなる人材

の養成が必要。「何かやりたい」「学びたい」と皆が思 

。ている。人間としての豊かさを求めるのが生涯学習

である。又，メニューをもっと豊富にしたり，土・日

に施設を開放する体制を作ってほしい。 

l 
現在の取り組み状況等 

自己の充実、啓発や生活向上のため適切かつ豊かな学習

の機会を求める市民の方々が多くなってきました。平成7 
年度より生涯学習推進構想及び推進計画の策定に向けて職

員体制を整えております。「リーダーの育成」「学習メニュ 

ー」「土・日の施設の開放」等も計画に盛り込み実施してい

きたいと考えています。 

（事業内容等の問い合わせ先～教育委員会生涯学習課） 

提言内容【2] 
文化活動について 

例．(1〕文化活動している人の横のつながり、協議会等がほ 

しし、。 

l 
現在の取り組み状況等 

当市には現在、芸術・文化の交流と振興を目的として、 

五所川原市文化振興会議が結成されており、市内の多くの 

文化団体が加盟し連携を深めております。 

（事業内容等の問い合わせ先～中央公民館事務局） 

皿口内容【3] 
文化施設について 

例．(1) 図書館の蔵書数が他市に比べ少ない。子供を遊ばせ

る施設・文化・劇・絵画もない。 

(2) ふるさと交流圏民センターは，子供の遊び場等があ

り良い施設だと思う。市民がさらに使い易いものにす

るために運営・管理にも市民を参加させてほしい。又、 

交通の利便性を望む。 

(3）その他、布嘉邸の再現とその文化施設としての利用

を望む。 

l 
現在の取り組み状況等 

・図書館には『相互貸借制度』 というものがあり、図書館

情報ネットワークシステムを通じて他館の資料も取り寄せ

て利用できることになっております。又、本年度からは一

人 5冊まで、15日間に貸出冊数、日数を増やしました。 

・ふるさと交流圏民センターの管理・運営については、ア

ンケート調査等を実施し今後とも多くの方々のご意見をい

ただき施設の充実を図っていきます。又、舞台関係の裏方

や照明を勉強したいという任意団体として「ステージクリ

エイト友の会」が組織されています。交通アクセスについ

ては津軽自動車道及び五所川原北バイパスが今後整備され、 

円滑になります。 

・布嘉邸の再現については、将来的な検討事項です。 

（事業内容等の問い合わせ先～市立図書館、ふるさと交流圏民 

センター、都市建設部都市開発課、企画財政部企画調整課） 

教育部会 |教育部会|小さな世界都市を育てる ヘ
国際交流推進委員会

提言内容【1】
国際交流の推進について

例.(1)間際交流に関する窓口を阜く開設してほしい。

(2)現在、五所川原市に在伎の外隠人と交流できる機会

カ1ほしu、。
(3)津軽に住む五所川原人としてばかりでなく、これか

らは世界の中の日本人を目指して国際交流について学

びたい。

a 
現在の取り組み状況等

国際交流を推進するにあたっては、当市において早期に

国際交流推進のための具体的計画を策定しこれに基づき

姉妹都市提携等へ向けて活動をしていかなければならない

と恩われます。市民が誰でも参加できるような事業等の実

施により国際交流の機運を高めることが必要です。又、「小

さな世界都市 ・五所}III京Jの建設のためにも国際交流を民
間とともに活発化させ、同時に以前にも増して人づくりを

推進していくことが重要であると思われます。

(事業内容等の問い合わせ先~総務情報部総務課)

/お知らせ l 
五所川原市葬斎苑から
休業のお知らせ

火葬炉故障のため 8月 5日(土)から 9月30

日(土)まで休業いたします。

休業期間中は、板柳町、金木町、木造町、

鶴田町の葬斎苑に火葬をお願いしてください。

以上、詳細につきましては、市保健環境課

(宮内線268、272)、市民課(宮内線277、279)

までお問い合わせください。

「老齢福祉年金を受け取ったら
」 国民年金証書を提出しましょう」
老齢福祉年金を受けている方は、 8月期の

支払いを受けたら国民年金証書を市役所国民

年金係に提出してください。

老齢福祉年金は、全額が国の負担で支給さ

れていますが、その年齢のすべての人に支給

されるものではありません。

本人が他の公的年金制度から年金を受ける

ことができるときや、本人や配偶者、扶養義

務者の前年の所得が一定額以上であったとき

は、支給停止になります。

このため、本人や家族の前年の所得状況な

どを調査して、今年の 8月から来年の 3月ま

での支給額が決められ、証書に記入されます。

提出が遅れると、 11月に年金を受けられな

くなりますので、忘れずに提出してください。

5 平成7年8月15日
ヘ

仁{こぎわいの街500人委員会寸
い 経過報告 | 

提言内容について、次に主な事例をご紹介いたします。

!教育部会|五所川原文化と豊かな
人間性を創造する委員会

提言内容【1]

生涯学習について

例.(1)生活の中に学習要素があり、日常生活は学習の連続

である。様々な学習を認め合い賞賛し合うことで住み

よい街づくりの一歩ができる。

(2)既成の間体等に頼るだけでなくリーダーとなる人材

の養成が必要。「イロIかやりたいJ r学びたいJ と皆が，患

っている。人間としての豊かさを求めるのが生涯学習

である。又、メニューをもっと重量富にしたり、土 ・日

に絡設を開放する体制を作ってほしい。

a 
現在の取り組み状況等

自己の充実、啓発や生活向上のため適切かつ豊かな学習

の機会を求める市民の方々が多くなってきました。平成7

年度より生涯学習推進構想、及び推進計画の策定に向けて職

員体制を整えております。「リーダーの育成J r学習メニュ

ーJ r土・日の施設の開放」等も計画に盛り込み実施してい

きたいと考えています。

(事業内容等の問い合わせ先~教育委員会生涯学習課)

提言内容【2】
文化活動について

伊iJ.(1)文化活動している人の機のつながり、協議会等がほ
しし、。

a 
現在の取り組み状況等

当市には現在、芸術 ・文化の交流と振興を目的として、

五所川原市文化振興会議が結成されており、市内の多くの

文化団体が加盟し連携を深めております。

(事業内容等の問い合わせ先~中央公民館事務局)

提言内容【3】
文化施設について

例.(1)図主書館の蔵書整数が他市に比べ少ない。子供を遊ばせ

る施設 ・文化 ・劇 ・絵閣もない。

(2)ふるさと交流額決センターは、子供の遊び場等があ

り良い施設だと態う。市民がさらに使い易いものにす

るために運営 ・管環にも市民を参加させてほしい。又、

交通の利便性を望む。

(3)その他、布築邸の再現とその文化施設としての利用

を望む。

a 
現在の取り組み状況等

・図書館には 『相互貸借制度』というものがあり、図書館

情報ネットワークシステムを通じて他館の資料も取り寄せ

て利用できることになっております。又、本年度からは一

人5冊まで、 15日聞に貸出冊数、日数を増やしました。
・ふるさと交流圏民センターの管理 ・運営については、ア

ンケー卜調査等を実施し今後とも多くの方々のご意見をい

ただき施設の充実を図っていきます。又、舞台関係の裏方

や照明を勉強したいという任意団体として「ステージクリ

エイト友の会」が組織されています。交通アクセスについ

ては津軽自動車道及び五所川原北バイパスが今後整備さ九

円滑になります。

・布嘉邸の再現については、将来的な検討事項です。

(事業内容等の問い合わせ先~市立図書館、ふるさと交流臨民

センタ一、都市建設部都市開発課、企画財政部企画調整課)



【8月は県産品愛用月間です】 
私たちの郷士青森県には、ゆたかな自然と伝統響舞

の技に磨かれた優れた特産品がたくさんあります。 

日常生活で、また、贈答品やお上産品として、 

「風味」と「巧の技」あふれる県産品をご愛用く

ださい。 

I 

募 集 

〈がんばれノ津軽鉄道応援企画〉 
お宅で眠っている本、津鉄文庫に 

プレゼントしていただけませんか？ 

津鉄文庫・寄贈本大募集！ 
私たち、 「がんばれ！津軽鉄道応援団」では、 

読書の秋に、津鉄各駅・列車内で、お好きな

時に借りて、読み終わってから返す、出し入

れ自由なフリー・スタイルの、 「津鉄文庫」 

を設置したいと考えております。 

お宅のどこかに眠っている本、大歓迎！ 

, 読まなくなった本で結構て十す。 

単庫本に文庫本、それとも専門書、マンガ 

・週刊誌・月刊誌以外なら、なんでも〇Kで 

ブー。 

一『 皆さんのご協力、お待ちします 

r 

	

	この秋、 9月1日から、あなたの本が、鈴 

虫の音色と共に、津軽平野を走り抜けます。 

ト募集概要 

D募集内容 単庫本、文庫本、専門書 他 

（但．し、・マンノガ、週刊誌、月刊誌を除く） 

2）募集方法 津軽鉄道の各駅の募集ボックス 

へ投函ください。 

ボックス設置駅】津軽五所川原駅、津

軽飯詰駅、金木駅、津軽中里駅の待合室

※お願い＝＝「本の募集」は駅の募集ボ

ックスのみに限らーせてーいただきます。 

3）目 標 数 1,00 Of冊程度 

4）募集期間 8月25日（金）まて了 

5）実施期間 9月1日（金）から通年実施 

6）貸出場所 津軽鉄道各駅・列車の津鉄文庫

コーナー 

刀貸出方法 出し入れ自由のフリー・スタイル 

8）お問い合わせ 「がんばれ！津軽鉄道応援

団」客 0173(52)2012 

津軽鉄道本社営業部 合O173 (34)2148 

第8回スポーツ医事 

相談室開設 
スポーツ選手や愛好者で、 スポーツ障害や 

健康管理についてスポーツドクターの指導助 

言を受けたい方のために、I欠のとおり、第8 

回スポーツ医事才目談室を開設します-ci)でお気 

軽にご利用ください。 

ト日 時 8月24日（木） 15時～17時 

ト」易 所 市保健センター（市働く婦人の家） 

ト主 催 市教育委員会・市体育協会 

北五医師会 

ト主 管 市教育委員会 

ト申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課 

内 容35 - 2111 内線 248 

ト申し込み締め切り 8月21日（月） 

トその他 1）木目談半斗は無料です0 

2 ）事務局に申し込み用紙があります 

のでご記入のうえ、提出してくださ 

平成7年度 

『出稼者及び留守家族激励会』 
	  を開催します 

～無理と事故のない 
みんなで明るい出稼を～ 

トとき 9月 8 日（金） 13時より 

トところ 市中央公民館（大ホール） 

ト内容 出稼者安全祈願祭 

お楽しみ才由選会 

アトラクシノョン（カラオケ大会） 

※全員に粗品をさしあげます。 

ト出稼前に事故見舞金制度・会員入会を 

ト問い合わせ 市出稼協会事務局（総合サー 

ビス課）合35 一 2111 内線 281 

母と子の平和写真展 

I 

～今一度、平和について 
考えてみましょう～ 

トとき 8月19日（土）、 20日（日）の 2 日間 

10時～16時まで 

トところ 水と緑の小公園 ギャラリー 

ト内容 原爆パネル展示、 ビデオ上映、 ヒロ 

シマ行動参加者の報告 

ト主催 生活協同組合 コープあおもり 

五所川原」也」或 合34 - 6632 
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〈がんばれ/津軽鉄道応援企画〉
お宅で眠っている本、津鉄文庫に
プレゼン卜していただけませんか?

|津鉄文庫・寄贈本大募集I1
私たち、 「がんばれ !津軽鉄道応援団」では、

読書の秋に、津鉄各駅 ・列車内で、お好きな

時に借りて、読み終わってから返す、出し入

れ自由なフリー ・スタイノレの、 「津鉄文庫」

を設置したいと考えております。

お宅のどこかに眠っている本、大歓迎!

読まなくなった本で結構です。

単庫本に文庫本、それとも専門書、マンガ

・週刊誌 ・月刊誌以外なら、なんで、もOKで

す。

皆さんのご協力、お待ちします一

この秋、 9月 1日から、あなたの本が、 鈴

虫の音色と共に、津軽平野を走り抜けます0

~募集概要

1)募集内容 単庫本、文庫本、専門書 他

(但し、マンガ、週刊誌、月刊誌を除く)

2)募集方法 津軽鉄道の各駅の募集ボックス

へ投函ください。

ボックス設置駅津軽五所川原駅、津

軽飯詰駅、金木駅、津軽中里駅の待合室

※お願い= r本の募集」は駅の募集ボ

ックスのみに限らせていただきます。

3)目標数 1，000冊程度

4)募集期間 8月25日(金)まで

5)実施期間 9月 1日(金)から通年実施

6)貸出場所 津軽鉄道各駅 ・列車の津鉄文庫

コーナ-

7)貸出方法 出し入れ自由のフリー・スタイノレ

8)お問い合わせ 「がんばれ !津軽鉄道応援

団」 宮0173(52)2012

津軽鉄道本社営業部 宮0173(34)2148

{8月は県産品愛用月間です】i
私たちの郷土青森県には、ゆたかな自然と伝統

の技に磨かれた優れた特産品がたくさんあります。

日常生活で、また、贈答品やお土産品として、

F風味」と「巧の技J あふれる県産品をご愛用く

ださい。

「第8回スポーツ医事 | 

相談室開設」
スポーツ選手や愛好者で、スポーツ障害や

健康管理についてスポーツドクターの指導助

言を受けたい方のために、次のとおり、第8

回スポーツ医事相談室を開設しますのでお気

軽にご利用ください。

砂日 時 8月24日(木) 15時~17日寺

砂場所 市保健センター(市働く婦人の家)

砂主催 市教育委員会 ・市体育協会

北五医師会

砂主管 市教育委員会

惨申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課

内 宮35-2111 内線 248

惨申し込み締め切り 8月21日(月)

惨その他 1 )相談料は無料です。

2) 事務局に申し込み用紙があります

のでご記入のうえ、提出してくださ

レ、。

「平成7年度 i 

Ilf出稼者及び留守家族激励会U
| を開催します」
~無理と事故のない

みんなで明るい出稼を~
惨とき 9月 8日(金) 13時より

惨ところ 市中央公民館(大ホーノレ)

砂内容 出稼者安全祈願祭

お楽しみ抽選会

アトラクション(カラオケ大会)

※全員に粗品をさしあげます。

砂出稼前に事故見舞金制度 ・会員入会を

砂問い合わせ 市出稼協会事務局(総合サー

ピス課) 宮35-2111 内線 281

「母と子の平和写真展「
~今一度、 平和について

考えてみましょう~
惨とき 8月19日(土)、20日(日)の 2日間

1 0時~16時まで

惨ところ 水と緑の小公園 ギャラリー

炉内容 原爆ノ号ネノレ展示、 ビデオ上映、 ヒロ

シマ行動参加者の報告

砂主催 生活協同組合 コープあおもり

五所川原地域 宮34-6632 

平成7年8月15日 6 



ー能力開発セミナー（a月～9月分）コ 
ーボリテクカレッジ青森（青森職業能力開発短期大学校） - 

馬
  

コ―ス名 主な内容 対
象
 

定
員
 

ロ
数
 

開講 F' 時 

・

ー
  

OP-I B 
制御 

計測器とコン
ピュータを結
ぶ技術 

中
 
級
  

4
 
名
 

っ
J
 

口
］
  

8 月22}に大r~ 
8 月24日（木） 

9 : 00-16 : 00 

ワ
」
 
 

シーケンス 
制御による 
電動機制御 

有接点、無接
点、PCによ
る運転制御 

初
 
級
  

7
 
名
  

3
 
B
  

8 月23日困～ 
8 月25日団 

9 : 00-16 : 00 

3
編
「「
一
 

 

opアンプ
回路 

アナログ電子
回路、回路設
計方法 

中
 
級
  

10 5
 
日
  

9 月 4 日（月）~ 
9 月 8 日固 

13 : 00-17: 00 

鷲
難
』
」
，
 

 

べーシック
言語による
機械制御 

基本構成、イ
ンターフエイ 
ス、機器応用 

中
 
級
  

5
 
名
  

5
 
一
 
 

9 月 4 日（月）~ 
9 月 8 日圏 

18 : 00-21 : 00 

5
  

マイコン制
御のプログ
ラム 

C P/M、ア
センブラ等を
使用 

中
 
級
  

10 5
 
日
  

9 月 4 日（月）~ 
9 月 8 日国 

18 : 00-21 : 00 

6
  

UNIX 
UN IXの基 
本操作とCプ 
ログラミング 

中
 
級
  

5
 
名
  

3
 
日
  

9 月 6 日（加～ 
9 月 8 日団 

9: 00-16: 00 

ト受講料 各コースとも 2,000円 

ト申し込み間い合わせ 開発援助課費37-3201 

［勤労機藤薫賢教室コ 
二今 この時U,I"］を輝いて！君の意欲と行動力』 

ト対象 市内に住所、又は勤務する勤労青少 

年て潟さおむ・ね15歳～30歳まて三の男女。 

ト受講料 無料一（但し、材牛斗費は本人負担） 

ト受講時間 18時30分～20時30分 

ト期間 9月 5 日（火）-11月24日（金）まて了

ト申し込み締め切り 8月31日（木）まで

ト申し込み 勤労青少年ホーム 合34 - 3602 

ト募集内容 

雨i 教室名 定員 回数 内 	 容 

大
 

』
」
」

一
 

 

f斗 	理 15 10 ご家族の健康と 
団薬は手づくり料理で 

陶 	芸 15 10 
世界で1っしかない自分の 

作品を作ってみませんか 

茶 	道 15 10 奥床しいお茶の基本で 
豊かな心を 

麟
」」
 

 

はがき絵 15 10 季節の草花や風景を 
絵筆にたくしてお便りを 

難
難
 

社交ダンス 15 10 楽しく覚えて 
触れ合いの輪を広めよう 

難
》
鷲議
鷺
 

いけばな 15 10 オフイスか自宅に 
お花を生けて優しさを 

着 付 け 15 10 着こなしと、優しさの 
ポイントを習ってより美しく 

筆ペン字 15 10 ご自分で、ご祝儀や 
はなむけを書こう 

鷺
麟
 

組 ひ も 15 10 あなたの手作りを 
晴れの日に 

立
  

手 	芸 15 10 可愛いアクセサリーから 
小物入れまで 

第5期津軽金山焼 

初級講座受講生募集 
ト趣旨 まき害りりから窯焚きまでト、金山焼の

全工程を講義と実習で系統だてて学ぶ

ことにより、 作陶技術を習得するとと

もに、土也元のやきものに対する理解を

深めていく。 

ト期間 8 月26日～11月25日 （計 14回） 

（毎週土曜日 午後I時～4 時まで） 

ト場所 五所川原市大字金山字千代鶴5-79 

津軽金山焼 か0173 - 29 - 3350 

ト募集人員 20名 

ト受講料 無鮮i斗 

ト受講申し込み （1）電話でお申し込みください。 

(2）締め切り 8 月25日（金） ただし、定員に

なりしだい締め切らせていただきます。 

飲んで乗るあなたは天国家族は地獄 

県内の交通事故概況 
I 平成 7l U 	 青森県交通対策協議会 

7 	月 累 計 
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4,516 
(4,442) 

シ
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着 用 義 務 者 
（着けなければならない人） 

42
(34) 死

  者
  

11 
(8) 

77 
(65) 非 着 用 者 

（着けていなかった人） 
34 
(27) 

傷
者
  

849 5,501 着けていれば 16 
(892) (5,520) 助かったと思われる人 (6) 

( ）内は前年。累計は 1 月から。 速報値のため後日変更することがあります。 

，火の全国交通安全運動 

●実施期間／ 9 月21日～ 9 月30日 

●運動の重点 1 高齢者の交通事故防止 

2 シートベルト着用の徹底 

●スローガン 

「無理しない 用心深さも 年の功」 

毎月 1 日は交通安全家庭の日 10日・20日・30日は交通事故ゼロの日 

ーカチッとベルト キチッとルールー 

【シルバー交通安全5則】 

0歩くとき 

●道路を横断するときは、できるだけ横断歩道を利

用しましょう。 

●信号は必ず守りましょう。 

●車の直前や通過後すぐの横断は、絶対やめましょう。 

●歩道のない道路では、右側を歩きましょう。 

●夜間に外出するときは、反射材を身につけましょう。 

0自転車に乗るとき 

●できるだけ左端を通りましょう。 

●交差点では、徐行、一時停止をして必ず安全を確

かめましょう。 

●進路を変えるときは、一旦停止し、前後の安全を

確かめましょう。 

●車の直前や通過後すぐの横断は、絶対やめましょう。 

●夜間は、必ずライトをつけましょう。 

, 

I 

' 

7 平成 7年8月15日 

仁能力開発セミナー (8月"'9月分)寸
ポリテクカレッジ青森(青森職業能力開発短期大学校)_j

~ コース名 主な内容 対象 負耳己 ロ 開講日時数

1I9.，，~ -1 B 計調IJ器とコン 中 4 3 8月22日伏)-ピュータを結 8月24日(木)1
制御

ぶ技術 級 名 日 9 : 00-16 : 00 

シーケンス 有接点、無接 初 7 318月23日(ポ)-
2帝IJ御による 点、 PCによ 8月25日幽
電動機制御 る運転制御 級 名 日 9 : 00-16 : 00 

3 1 2~ ア ンプ
アナログ電子 中 10 5 9月4日(月)-
回路、回路設 9月8日幽

回路
言十方法 級 名 日 13: 00-17 : 00 

ベーシ ック 基本構成、イ 中 5 519月 4日(月)-
4言語による ンターフェイ 9月8日幽
機械制御 ス、機器応用 級 名 日 18 : 00-21 : 00 

マイコン制 CP/M、ア 中 10 519月4日(月)-
5御のプログ センブラ等を 9月 8t:I幽
ラム 使用 級 名 日 18 : 00-21 : 00 

UNIXの基 中 5 319月 6日(*)-
61 U N I X 本操作とCプ 9月 8日幽

ログラミング 級 名 日 9 : 00-16 : 00 

砂受講料 各コースとも 2.000円

砂申し込み問い合わせ開発援助課ft37-320l

C勤労青少年ホーム くらしと趣味の教室「
後期受講生募集 」

『今 この時間を輝いて f君の意欲と行動力」

砂対象 市内に住所、又は勤務する勤労青少

年でおおむね15歳~30歳までの男女。

砂受講料 無料(但し、材料費は本人負担)

砂受講時間 18時30分~20時30分

砂期間 9 月 5 日(火)~ll月 24 日(金)まで

砂申し込み締め切り 8月31日(木)まで

砂申し込み勤労青少年ホーム宮34-3602 

砂募集内容

曜日 教室名 定員 [口l数 内 2卒

理 15 10 
ご家族の健康と

料
団熊は手づくり料理で

当士 15 10 
世界で1つしかない自分の

間 = 作品を作ってみませんか
火

奥床しいお茶の基本で
茶 道 15 10 

豊かな，c，、を

はがき絵 15 10 
季節の前花や風景を
絵筆にたくしてお便りを

15 10 
楽しく党えてAく 社交ダンス
触れ合いの輸を広めよう

15 10 
オフィスか自宅に

いけば な
おイヒを生けて優しさを

着付け 15 10 
着こなしと、優しさのイミ
ポイ ントを有ってより美しく

""(!;へン j< 15 10 
ご自分で、と祝儀や

はなむけを乃こ っ

組lひも 15 10 あ
なたの手作りを

晴れの口に
金

可愛いアクセサリ から
手 芸 15

10 小物入れまで
Lー ←

7 平成7年8月15A

「第5期津軽金山焼 i 

」一初級講座受講生募集ー
砂趣旨 まき割りから窯焚きまで、金山焼の

全工程を講義と実習で系統だてて学ぶ

ことにより、作陶技侃3を習得するとと

もに、地元のやきものに対する理解を

深めていく。

砂期間 8 月 26 日 ~11月 25 日(計 1 4回)

(毎週土曜日午後 1 時~4 時まで)

砂場所 五所川 原市大字金山字千代鶴5-79

津軽金山焼 宮 0173-29 -3350 

砂募集人員 2 0名

砂受講料無料

砂受講申し込み (1)電話でお申し込みください。

(2)締め切り 8月25日幽ただし、定員に

なりしだい締め切らせていただきます。

飲んで乗るあなたは天国家族は地獄

県内の交通事故概況

発

生

死

者

傷

省

(平成7年)

7 乃!累計

青森県交通対策協議会

11 5 
高齢者の死者|

1 (17) 

1 2 
7161 4，516死飲酒運転による死者 (10) 

(732)1 (4，442)者、着用義務者 42

の 了 (着けなければならない人)1 (担)
111 77 ぅ

ト非着用者 34
( 8)1 (65)1 -1-り パん (着けていな由、った人)1 (27) 
849 5.501 ト 着けていれば 1 6 
(892) (5，520) 助かったと思われる人 (6) 

( )内は前年。累計は l円から。 速報値のため後日変更することがあります。

-Eおl"'Þ"5:"'iヨ回厨民高亘書草~祖国

-実施期間/9 月 21 日 ~9 月 30 日

・運動の重点 l 高齢者の交通事故防止
2シートベルト着用の徹底

-スローガン
「無理しない用心深さも年の功」

毎月 l日は交通安全家庭の日 10日・ 20日・ 30日は交通事故ゼロの日

ー カチッとベルト キチッとルールー

【シルバー交通安全5則】
0歩くとき
・道路を横断するときは、できるだけ横断歩道を利

用しまし ょう0

・信号は必ず守りましょう。

・車の直前や通過後すぐの横断は、絶対やめましょう 0

・歩道のない道路では、右側を歩きましょう。

・夜間に外出するときは、反射材を身につけましょう。

O自転車に乗るとき
・できるだけ左端を通りましょう。

・交差点では、徐行、 一時停止をして必ず安全を確
かめましょう 0

・進路を変えるときは、 -_e_停止し、前後の安全を

確かめまし ょう。

・車の直前や通過後すぐの横断は、絶対やめましょう 0

・夜間は、必ずライトをつけましょう。

，. 



油絵を描いてみませんカ、 

『光彩会』会員募集 
梅田出身の伊藤正規画伯の指導を受け、油 

絵を勉強してル、るグループです。初めての方 

でも歓迎します。 

トとき 毎月第2、第 3 木曜日 

9時30分～16時 

トところ 市中央公民館又は梅田のアトリエ 

ト会費 年会費30,000円 

ト連絡先 中村- 合 34 - 8336 まで 

「かんたん！健康レストラン」 
参加者募集 

猫の手も借りたい・・・といえば農繁期。食事

までには手がまわらず、簡単になりがちです。 

~ そんな時に備え、今から元気がて了る食事を作

ってみませんか？ 

トテーマ 農繁期の元気がでる食事 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

梅沢地区 
（
ど
 

招
木
 

コ こコニプイ
センター梅沢 

8 月21日 
（月） 

ト時間 9時30分～13時三 

ト料金 無料てgーすー。 

ト持参する物 みそ汁（おわんに半分位の量

を汁だけご持参ください）、 健康手帳 

（お持ちの方）、おにぎり、ェプロン、 

筆記用具 

ト申し込み先 地区の保健協力員又は、市役

所保健環境課へ電話でお申し込みくだ

さい。 雪内線268・272 

9月の保健センター相談甘 

働く婦人の家 

生活講座受講生募集 
1） 手編み教室（10［亘］講座） 

～今年の冬は簡単な手編みのセーターを～ 

日時 9月 4 日～11月 6 日 （毎週月曜日） 

18時30分～20時30分 

講師 磯野房枝先生 

2）親子料理教室 

～お誕生日のお朽亡いには

親子で作った手料理で～ 

日時 9月 9 日（土） 

13時30分～16時

講師 三森敬子先生 

3）老人介信隻講習会 

～介護の仕方を基本から学び就職に役立て一 

てみませんか。全課程を修了した方には婦 

人少年協会より修了証書が出まーす。～ 

日時 9月11日～9月14日 

9時30分へ-15時30分 

講師 和島路易子先生（日本赤十字社青森 

県支部赤十字家庭看護教師） 

※同じ内容の講座を11月にも持ちます。 

4） パッチワーク教室（ 8 回講座） 

～色、模様の組合わせを楽しみながらタぺ 

ストリーや小物などを作ってみませんか～ 

日時 9月21日～11月 9 日 （毎週木曜日） 

18時30分～20時30分 

講師 神成百合子先生 

1 )~4）の共通要点 

◇受講資格 市内に住所又は職場を有する方 

◇受講料 無料・（但しオオ料・費は各自負担） 

◇募集人数 各20メ、（親子半斗理教室は15組） 

◇申し込み・問い合わせ 新町働く婦人の家 

客 35 - 8898 

I 
r 

！
三
ロ
 

白
ロ
 
市
 

‘、 

r 
f」」：口の生活の lサで、 育児・1建康面で才づ悩み、 

の方、保健婦・看護婦・栄養士がお待ちし、 

ゆったりした気分て沫月言炎が受けれます。 

種 別 開 設 日 ~ 	内 

第 1・第 3（水） 乳児・幼児の発 

9月 6 日・20日 達相談、育児の 

母と子-ci) 10:00-12:00 相談、お母さん 

木目謬ミ日 13 :00-15 :00 の悩みごと相談 
（第3 の午後は など 

予約相談です） 

第 2・第 4（水） 血圧の相談、食 

9月13日・27日 事ク片目談、心身 

J戎人の 10:00-12 :00 でご心配なこと 

本臓淡日 13:00へJ15:00 など 
（第4 の午後は 

予紅片目談です） 

※予慈井目談は随時、電話で受けイ寸けします。 

介護講習会受講者募集 
ト講 師 日本赤十宇社青森県支部 

和島路易子先生 

トテーマ 「おとしよりの介護」 

トと き 9月 7 日（木） 10時～15時 

トところ 働く婦人の家 

ト受講料 無米斗 

ト対 象 一般市民 

ト募集人員 100名 定員になり次第締め 

切らせていただきます。 

ト申し込み締めI切り 8月31日 

ト申し込み問い合わせ 五所川原市シルバー 

人材ーセンター 容34 - 8844 福祉・家 

事援助サービス事業担当 片山 

平成 7年8月15日 8 

「油絵を描いてみませんか

Lー「光彩会J会員募集
梅田出身の伊藤正規画伯の指導を受け、油

絵を勉強しているグノレープです。初めての方

でも歓迎します。

惨とき 毎月第 2、第 3木曜円

9 時30分~16時

惨ところ 市中央公民館又は梅田のアトリエ

険会費 年会費30，000円

砂連絡先 中村 宮34-8336まで

「「かんたんf健康レストラン日
参加者募集 i 

猫の手も借りたレ、...といえば農繁期。食事

までには手がまわらず、簡単になりがちです。

そんな時に備え、今から元気がでる食事を作

砂テーマ

コミュニアイ

センター梅沢

砂時間 9 時30分~13時

惨料金 無料です。

砂持参する物 みそ汁(おわんに半分位の量

を汁だけご持参くださし、)、 健康手帳

(お持ちの方)、おにぎり、エプロン、

筆記用具

砂申し込み先 地 区の保健協力員又は、市役

所保健環境課へ電話でお申し込みくだ

さい。 宮 内線268・272

|9月の保健センター相談日|
毎日の生活の中で、育児・健康面でお悩み

の方、保健婦 ・看護婦 ・栄養士がお待ちし、

ゆったりした気分で相談が受けれます。

種 思リ 開 設 日 内 ~ 

第 1・第 3(水) 乳児 ・幼児の発
9月 6日・20日 達相談、育児の

母と子の 1O :00~12:00 相談、お母さん

相談内 13:00~15:00 の悩みごと相談

(第 3の午後は など
予約相 談です)

第 2.第 4(水) 血圧の相談、食
9月13日・27日 事の相談、心身

成人の 10:00~12:00 でご心酉己なこと

相談口 13:00~15:00 など

(第4の午後は
予約相談です)

※予約相談は随時、電話で受け付けします。

働く婦人の家

生活講座受講生募集
1)手編み教室 (1011'1講座)

~今年の冬は前iqi_な手編みのセーターを~

日時 9月 4 I~I ~ 11 月 6 11 (何迎JJ11M 11) 

18日寺30分~20flキ30分

講i自ifi 移民嬰fuJt支うtさ在

2)親子料理教室

3)老人介護講習会

~お誕生 11のお祝いには

凱チで作った三f.:flJ'llで~

日時 9)J911(1:) 

13 f1.'1'30分~161"'j'

講師 三森敬子先中

~介護の仕方を基本から学び就職に役s，:て
てみませんか。全課程を修了した)iには9'"~. 

人少年協会より修了証件が山ます。~

日時 9 月 11 日 ~9 月 14 日

9 時30分~15時30分

講師 和島路劫子先生(仁l本ぷ十宇十1:，-守森

県支部赤十字家庭宥護教員I!i)

※同じ内容の講座を11月にも持ちます。

4)パッチワーク教室 (8同講座)

~色、模様の組合わせを楽しみながらタベ

ス トリ ーや小物などを作ってみませんか~

日時 9 月 21 日 ~11月 9 日(毎週木H在日)

18時30分~20時30分

講師 神成百合子先生

1 )~4) の共通要点

。受講資格 市内に住所又は職場を有する方

。受講料 無料(但し材料喪は各自負机)

。募集人数 各20人(親子料理教室は15組)

。申し込み・問い合わせ 新町働く婦人の家

宮 35-8898 

| 眠講田宮λ 白再官努 l j介護講習..6..m，講安募 | 
砂講師 日本赤十字社青森県支部

和島路易子先生

砂テーマ 「おとしよりの介護」

惨と き 9月 7臼(木) 10時~15時

惨と ころ 働く婦人の家

砂受講料 無料

砂対象 一般市民

砂募集人員 100名 定員になり次第締め

切らせていただきます。

砂申し込み締め切り 8月31日

砂申し込み問い合わせ 五所川 原市シルバー

人材センタ一 宮34-8844 福祉・家

事援助サービス事業担当 片 111

平成7年8月15f1 8 



麻疹・風疹・三種混合（百日咳・ジフテリア 

・破傷風）ワクチン接種のお知らせ 
ト対象 麻疹・風疹一生後12カ月～90カ月

三種混合＝＝生後 3 カ月～90カ月 

ト実施期間 平成7 年9月 1日（金）～平成 8 

年3月30日（土）まで。 

ト実施方法 下記の医療機関で直接受けてく

ださい。なお、各々の予防接種につい

ては接種する時期、間隔、健康状態等

接種を受ける医師とよく相談の上、受

けるようにお願いします。 

ト持参するもの ①母子健康手帳 ②予診票 

（必要事項を記入の上）。 

ト注意事項 ①予防接種法の改正により従来

の問診票は使用てgきませんのでご注意

ください。新しい予診票は市保健環境

課、実施医療機関に用意してあります。 

新しい予診票は麻疹オレンジ色、風疹

桃色、三種混合黄色です。 （「こども健

康手帳」 をお持ちの方は予診票が添付して

ありますので、それにご記入ください J 

②お子さんの健康状態をよく知ってい

る方がお連れください。 

③接種日及び受付旧寺間等が各医療機関

によって違いますので事前に問い合わ 

」士してからおでかけください。 

ト実施医療機関及び受付時間 

受 付 時 間 
医療機関名 

午 前 午 後 舞『備稽議鰭 

江渡内科医院 8 :30- 
11:30 

1 :30- 
5 :00 

土曜日 
午前8:30～午後3:00 

兼平内科小児科医院 
9 :00- 

12:00 
1 :30- 

5 :00 
土曜日 
午前9:00～午後3:00 

川崎胃腸科内科医院 9 :00- 
12:00 

2 :00- 
5 :00 土曜日 午後休診 

佐藤内科小児科医院 8 :30- 
11:30 

2 :00- 
4 :30 

木、土曜日 
午後休診 

西北中央病院 
3 :00- 

3 :30 金曜日のみ実施 

瀬川内科クリ二ック 8 :30- 
12:00 

2 :00- 
5 :30 土曜日 午後休診 

対馬内科小児科医院 1:30- 
3 :30 土曜日 休診 

都谷森小児科医院 9 :00- 
12:00 

1 :30- 
5 :00 土曜日 午後休診 

永田小児科内科医院 8 :30- 
12:00 

1 :00- 
5 :30 

木、土曜日 
午後休診 

白生会胃腸病院 9 :00-.- 
11:30 

1:30- 
5 :00 土曜日 午後休診 

I 増 	田 	病 	院 
9 :00-- 

11:00 
2 :00- 

4 :00 土曜日 午後休診 

「霧診療所 10:00--- 
12:00 

2 :00- 
3 :00 土曜日 午後休診 

~ 森田 診療所 
9 :00- 

11:00 
2 :00-- 

4 :00 土曜日 午後休診 

ト間い合わせ 市保健環境課 内線 268・278 
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“ 私の健康づくり 

77歳の一戸要作さん 
の場合 

旭町49-15番地 

いつみても顔につやがあり、背すじをピン

と伸ばして歩く一戸さん。最近まで、保健セ

ンター成人の相談日を頻繁に利用し自分の健

康づくりを熱く語り、 自らの健康法を見イ寸Iナ

実践していました。 「周囲をみる観察力をつ

ける、発見が大事」 と強調する一戸さんに最

近会っていないなと思っていると、 自分の体

調の事を考えて自らここに来たと緑風苑で以

前と変わらぬ‘（さらに意気揚々とした）一戸

さんに会いました。 

ここで一戸さんの心（真情） と健康づくり

のために実践している事を紹介します。 

今になって自分の味が分かったと話す一戸

さんの真情は、 『光・空気・水』 の 3点を大

事にする事です。く①）…静かな夜明けの景色を

眺め、 自然を鑑賞する。これは、血液をゆっ

くり循環させ血圧を下げるものと思う。 ここ

は景色も最高。②空気…普段なにげなく呼吸

レているが、たまに腹式二呼吸をして、身体に

空気を取り込む。く③）水…適度に水を飲む。又、 

自分としてのリハビリの意味で、 スポーツク

ラブのプールに入り、 自己流で体を動かしてー 

いる。 「水の中は、浮遊カがあるから、痛み

のある肩、膝、足に大変良い」 との事です。 

スポーツクラブの職員からは、 「要作さん、 

むったど水の中で踊ってるっきゃね」 と言わ

れるんだと笑って話していました。 これから

は、身体を良くするというより寿命を延ばす

事、悪いところは、悪いところでも良いとこ

ろもある。 しからば、、心の若さ、明るさク カ＆

大切と語ってくれました。 

常に発見を求め、健康観をしっかり持つ、 

それが一戸さんの健康の秘訣のようです。 

障害者雇用促進月間 
9月 1 日～9月30日 

「働く楽しさは、みんなのもの」 

障害者の雇用の促進と職業の安定を図るため、 

障害者自身の職業的自立への努力とともに、国民、 

特に事業主への理解と協力をお願いいたします。 

五所川原公共職業安定所 合34-31 71 

五所川原市役所 公35- 2111 

, 

I 

「麻疹・風疹・三種混合(吉田咳・ジフテリア1
」ー・破傷風)ワクチン接種のお知らせ」
砂対象 麻疹・風疹=生後12ヵ月 ~90ヵ月

三種混合=生後 3 ヵ月 ~90ヵ月

砂実施期間 平成 7年 9 月 1 日(金)~平成 8

年 3月30日(土)まで。

炉実施方法 下記の医療機関で直接受けてく

ださい。なお、各々の予防接種につい

ては接種する時期、間隔、健康状態等

接種を受ける医師とよく相談の上、受

けるようにお願いします。

砂持参するもの ①母子健康手帳 ②予診票

(必要事項を記入の上)。

砂注意事項 ①予防接種法の改正により従来

の問診票は使用できませんので、ご注意

ください。新しい予診票は市保健環境

謀、実施医療機関に用意しであります。

新しい予診票は麻疹オレンジ色、風疹

桃色、三種混合黄色です。(iこども健

康手帳」をお持ちの方は予診票が添付しで

ありますので、それにご記入ください。)

②お子さんの健康状態をよく知ってい

る方がお連れください。

③接種目及び受付時間等が各医療機関

によって違いますので事前に問い合わ

せしてからおでかけください。

砂実施医療機関及び受付時間

医療機関名
受付時間

備 考
午前 午後

江渡内科医院
8 :30~ 1 :30~ 土曜日
11:30 5 :00 午前8:30~午後3:00

兼平内科小児科医院
9 :OO~ 1 :30~ 土曜日
12:00 5 :00 午前9:00~午後3:00

}I崎胃腸科内科医院
9 :OO~ 2 :OO~ 

土曜日 午後休診
12:00 5 :00 

佐藤内科小児科医院
8 :30~ 2 :OO~ 木、土曜日
11:30 4 :30 午後休診

西北中央病院
3 :OO~ 

金曜日のみ実施
3 :30 

瀬}II内科クリニック
8 :30~ 2 :OO~ 

土曜日 午後休診
12:00 5 :30 

対罵内科小児科医続
1 :30~ 

土曜日 休診
3 :30 

都ヰキ森ノj、児科医院
9 :OO~ 1 :30~ 

土曜日 午後休診
12:00 5 :00 

永田小児科内科医院
8 : 30~ 1 :OO~ 木、土曜日
12:00 5 :30 午後休診

自生会胃腸病院
9 :OO~ 1 :30~ 

土曜日 午後休診
11:30 5 :00 

噌 間 病 院
9 : OO~ 2 : OO~ 

土曜日 午後休診
11:00 4 :00 

三 好診療所
10:00~ 2 : OO~ 

土曜日 午後休診
12:00 3 :00 

森問診療所
9 :OO~ 2 :OO~ 

土曜日 午後休診11:00 4・00

砂問い合 わせ 市保健環境課内線 268・278
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私の健康づくり 。な五百

77歳の一戸要作さん
の場合

旭町49-15番地

いつみても顔につやがあり、背すじをピン

と伸ばして歩く一戸さん。最近まで、保健セ

ンタ一成人の相談日を頻繁に利用し自分の健

康づくりを熱く語り 、 自らの健康法を見付け

実践していました。 r周囲をみる観察力をつ

ける、発見が大事」 と強調する一戸さんに最

近会っていないなと思っていると、自分の体

調の事を考えて自らここに来たと緑風苑で以

前と変わらぬ(さらに意気揚々とした) 一戸

さんに会いました。

ここで一戸さんの心 (真情)と健康づくり

のために実践している事を紹介します。

今になって自分の味が分かつたと話す一戸

さんの真情は、 『光 ・空気 ・水」の3点を大

事にする事です。①・・・静かな夜明けの景色を

眺 め、 自然を鑑賞する。これは、血液 をゆっ

くり循環させ血圧を下げるものと思う。ここ

は景色も最高。②空気-普段なにげなく呼吸

しているが、たまに腹式呼吸をして、身体に

空気を取り込む。③水 一適度に水 を飲む。又、

自分としてのリハビリの意味で、スポーツク

ラブのプーノレに入り、自己流で体を動かして

いる。 r水の中は、浮遊力があるから、痛み

のある肩、膝、足に大変良い」 との事です。

スポーツクラブの職員からは、 「要作さん、

むったど水の中で踊ってるっきゃね」 と言わ

d 

れるんだと笑って話していました。これから A 

は、身体を良くするというより寿命を延ばす

事、悪いところは、悪いところでも良いとこ

ろもある。 しからば m心の若さ、明るさ H が

大切と語ってくれました。

常に発見を求め、健康観をしっかり持つ、

それが一戸さんの健康の秘訣のようです。

圃圃冨雪空軍言商事ヨ吉田・
9月1日----9月30日

「働く楽しさは、みんなのもの」

障害者の雇用の促進と職業の安定を図るため、

障害者自身の職業的自立への努力とともに、国民、

特に事業主への理解と協力をお願いいたします。

五所川原公共職業安定所 宮34-3171

五所川原市役所宮35-2111 



身も心もさっぱりする 尋難轡盤ー難響鵬舞詳’ 

健康相談室へどうぞ 」 
保健婦が相談に応じています 

ト対象 市内にホ封主まいの方で、 ご自身又は 

家族の健康のことで心配されている方

ト内容 血圧相談、病気の相談、心の相談 

健康についての話 

ト持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

幾島町集会所 
8月25日 
（金） 

10 : 00'- 
12 : 00 

もう悩まない～膝・腰
痛にやさしい生活～ 

(11 : 30-12 : 00) 

若山公民館 
8月25日 

（金） 

13 】 00- 
14 : 30 

糖尿病をもっと知る 
(14 : 00-44 : 30) 

元町集会所 
8月30日 
（水） 

10 : 00-- 
12 】 00 

心に栄養をっける 
～ストレス 

コントロール法～ 
(11 : 00-12 】 00) 

コミュニテイ
センター七和 

8月30日 

（水） 

11 : 00'-- 
12 : 30 

心臓病から身を守る知恵 
(12 : 00-12 : 30) 

浅井公民館 
8月30日 

（水） 

10 : 00- 
12 : 00 

糖尿病をもっと知る 
(11 : 30---12 : 00) 

北新集会所 
8月30日 

（水） 

12 : 30-' 
13 : 30 

誰にも言えない泌尿器
の悩みを解決する 

(13 : 10'-13 : 30) 

コミュニテイ
センター三好 

8月30日 

（水） 

11 : 00- 
12 : 30 

心に栄養をっける 
～ストレス 

コントロール法～ 
(12 : 00-12 : 30) 

福岡公民館 
8月31日 

（木） 

13 : 00- 
15 : 00 

糖尿病をもっと知る 
(14 : 00-14 : 30) 

野里公民館 
9月1日 

（金） 

13 : 30- 
15 】 00 

膝の痛みをとる 
～関節を強くする 

くらしの工夫～ 
(14 : 30-15 : 00) 

中泉公民館 
9月1日 

（金） 

12 : 00---- 
13 : 00 

更年期かな、と思った
ら自己を知って予防法
を知る 

(11 : 30-12 : 00) 

錦町集会所 
9月 5 日 
（火） 

9 : 30--' 
12 : 00 

もう悩まない～膝・腰
痛にやさしい生活～ 

(11 : 40-12 : 00) 

コミュニテイ
センター中川 

9月 6 日 

（水） 
10 : 30- 

12 : 00 

膝の痛みをとる 
～関節を強くする 

くらしの工夫～ 
(11 : 30-12 : 00) 

小婦
 
曲
人
 
農
の
 
村
家
 

 

9月 7 日 

（月） 

10 】 00- 
12 : 00 

もう悩まない～膝・腰
痛にやさしい生活～ 

(11 : 00-11 】 20) 

す くすく 健診舞醐師事 

ト場所 働く婦人の家・市保健センター 

ト受付時間 12時30分から12日寺45分 

ト持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

⑥ 3歳児には個人通知します。 

⑥ 3歳児健診の場合は同封のアンケー 

トを記入しお持ちください。尿検査が

ありますので、尿を小ピに／に入れてーも

ってくると便利てシナ。 

※お願い ① 4 カ月児健診に来れなかった方

は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査セッ

トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）の子1共

さんはご遠慮ください。病気療養中や体調

のよくない子供さんは翌月の健診を受ける

ことができますのでご連絡ください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

4力月児 
平成 7年 
4月生まれ 

9月12日 

（火） 

小児科診察、神経

芽細胞腫セット配布

育児情報交換等 

6力月児 
平

2
 

成

月
 

7生
 
年

ま
 
れ
  

9月20日 

（水） 

離乳食の試食 
発達相談等 

保護者（母）と子の 

歯科診察及び歯科 

保健指導 

1
 
歳
 
児
魂
 

平成 6年 
8月生まれ 

9月25日 

（月） 

育児情報交換 
発達相談等 

1歳 

6力月児 

平成6年 
3月生まれ 

9月26日 

（火） 

小児科・歯科診察 

歯科保健指導 

発達相談等 

3 歳児 
平

3
 

成

月
 

4生
 
年

ま
 
れ
  

9月21日 

（木） 

小児科・歯科診察

尿検査、視聴覚検

査、発達相談等 

※健康ごよみでは、 6 カ月児健康相談の日程

は 9月19日と掲載しましたが、都合により 9 

月20日に変更になりましたのでお間違えのな

いようにお願いいたします。 

※乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セ

ンター “母と子一の相談日 （第 1・3水曜日）” 

もご利用ください。 

献血のご案 内 

献血一をしてくださった方には、肝臓・腎臓

などの内臓機能の働きを調べる血液検査を行

い、後日結果をお知らせーします。 

期 日 時 間 場 	 所 

10 : 00- 毘沙門 白川商店前 

8月28日 11 : 00 （赤十字奉仕団毘沙門分団協賛） 

（月） 13 】 00--- 
15 : 00 五所川原消 防署前 

平成 7年8月15日 10 

身も心もさっばりする

健康相談室へどうぞ
保健婦が相談に応じています

砂対象 市内にお住まいの方で、ご自身又は

家族の健康のことで心配されている方

砂内容 血圧相談、病気の相談、心の相談

健康についての話

砂持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテ}マと時間

8月25日10 : OO~ 
もう悩まない~膝 ・腰

幾島町集会所
(金) 12: 00 

痛にやさしい生活~
(11 : 30~ 12 : 00) 

務山公E是館
8月25日13 : OO~ 糖尿病をもっと知る
(金) 14: 30 (14 : 00~14 ・ 30)

心に栄養をつける

元町集会所
8月30日10 : OO~ ~ストレス
(水) 12 : 00 コントローノレ法~

(11 : OO~ 12 : 00) 

コミュニティ 8月30日11 : OO~ 心臓病から身を守る知恵
センタ一七和 (水) 12: 30 (12 : OO~ 12 : 30) 

浅井公民館
8月30日10 : OO~ 糖尿病をもっと知る
(水) 12: 00 (11 : 30~ 12 : 00) 

8月30日12 : 30~ 
誰にも言えない泌尿器

北新集会所
(水) 13 : 30 

の悩みを解決する
(13 : 10~ 13 : 30) 

心に栄養をつける
コミュニティ 8月30日11 : OO~ ~ストレス
センタ一三好 (水) 12: 30 コントローノレ法~

(12 : OO~ 12 : 30) 

福岡公民館
8月31日13 : OO~ 糖尿病をもっと知る
(木) 15: 00 (14 : OO~ 14 : 30) 

膝の痛みをとる

野里公民館
9月1日13 : 30~ ~関節を強くする
(金) 15: 00 くらしの工夫~

(14 : 30~ 15 : 00) 

更年期かな、と思った

中泉公民館
9月1日12 : OO~ ら自己を知って予防法
(金) 13: 00 を知る

(11 : 30~ 12 : 00) 

9月5日 9 : 30~ 
もう悩まない~膝 ・腰

錦町集会所
(火) 12: 00 

痛にやさしい生活~
(11 : 40~ 12 : 00) 

膝の痛みをとる
コミュニティ 9月6日10 : 30~ ~関節を強くする
センター中)11 (水) 12: 00 くらしの工夫~

(11 : 30~ 12 : 00) 

小曲農村 9月7日10: OO~ 
もう悩まない~膝・腰

婦人の家 (月) 12: 00 
痛にやさしい生活~
(11 : OO~ 11 : 20) 

すくすく健診
砂場所 働く婦人の家・市保健セ ンター

砂受付時間 12時30分から12時45分

惨持参するもの 母子健康手帳、パスタオノレ。3歳児には個人通知lします。。3歳児健診の場合は同封のアンケー
卜を記入しお持ちください。尿検査が

ありますので、尿を小ビンに入れても

ってくる と便利です。

※お願い ① 4ヵ月児健診に来れなかった方

は、神経芽細胞腫(小児がん)の検査セ ッ

トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境

課窓口にもらいにきてください。

②病気療養中(特に伝染性の病気)の子供

さんはご遠慮ください。病気療養中や体調

のよくない子供さんは翌月の健診を受ける

ことができますのでご連絡ください。

月齢 対象児 期日 主な内符

小児科診察、 神経
平成7年 9月12日

芽細胞腫セット配布4ヵ月児 4月生まれ (火)
育児情報交換等

離乳食の試食

9月20日
発達相談等

平成7年
保護者(母)と子の6ヵ月児 2月生まれ (水)
歯科診察及び歯科

保健指導

平成6年 9月25日 育児情報交換1最児 8月生まれ (月) 発達相談等

9月26日
小児科 ・歯科診察1歳 平成6年
歯科保健指導

6ヵ月児 3月生まれ (火) 発達相談等

9月21日
小児科・歯科診察

平成4年
尿検査、視聴覚検3歳児 3月生まれ (木)
査、発達相談等

※健康ごよみで、は、 6ヵ月児健康相談の日程

は 9月19日と掲載しましたが、都合により 9

月20日に変更になりましたのでお間違えのな

いようにお願いいたします。

※乳幼児の発達や育児、悩みご、とは、保健セ

ンター “母と子の相談日(第 1 ・3水曜日)" 

もご利用 ください。

献血のご案内
献血をして くださった方には、肝臓 ・腎臓

などの内臓機能の働きを調べる血液検査を行

い、後日結果をお知らせします。

期 tヨ 時間 場 所

10 : OO~ 毘沙門白川商庖前

8月28日 11 : 00 (赤十字奉仕団毘沙門分団協賛)

(月) 13 : OO~ 
五所川原消防署前

15: 00 
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